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社長CEOの廣田康人でございます。
本日はご多用のなか、ご参加いただきましてありがとうございます。

私からは「2023年12月期第３四半期決算のポイント」などをご説明いたします。

その後、来年度より新しく社長COOに就任する富永よりご挨拶させていただき、
決算の詳細につきましては、林からご説明いたします。
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それでは2023年12月期第３四半期決算のポイントからご説明いたします。

一言で申し上げると、成長ステージが一つ上がった決算内容となりました。今年を最終年度
としている中期経営計画の営業利益目標は250億円でした。この中計を公表したのがコロナ
禍真っ只中の2021年2月であったため、その環境下での目標数値でありました。しかし、
今期は中期経営計画2023目標の２倍以上となる500億円を年間で超える見込みです。アシッ
クスはまだまだ成長できると考えています。11月28日に発表する次期中計につきましても、
どうぞご期待ください。

さて、第３四半期累計期間での売上高は過去最高を記録。前年同期比で23%のプラス成長と
なり、為替影響を除いても約17%成長しました。当第３四半期の３ヶ月間でも、約15％プラ
スと引き続き堅調さを示しています。

粗利益率は、仕入為替の悪化がある中でも、販売価格の適正化やチャネルミックスの良化な
どにより、前年同期から1.2ポイント改善の51.2%となりました。更に、増収効果に加え
販管費の継続的なコントロールも機能し、営業利益は過去最高である558億円となりました。
また、営業利益率は前年同期の9.9%から12.5%へ大きく上昇しました。四半期純利益は
402億円となり、こちらも過去最高となりました。

カテゴリー業績について説明します。
パフォーマンスランニングの売上高は15%のプラス。地域別では、日本、中華圏、東南・
南アジアが堅調に成長しました。

スポーツスタイルは、カテゴリー利益が前年同期比で約２倍となる100億円を超過しました。
取組み内容につきましては、後ほど林より説明します。

オニツカタイガーの売上高は、インバウンド需要を取り込んだ日本の他に、東南・南アジア
の著しい成長もあり40%の成長。カテゴリー利益はこちらも前年同期比で約２倍となる
約130億円まで伸長しました。
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続きまして、地域ごとの業績です。

アシックスジャパンは、特にオニツカタイガーでのインバウンド需要の取り込みなどもあり、
売上高は前年同期比で35%の増収。営業利益も大幅増益となりました。

中華圏は、厳しい市場環境の中でも、中国本部主導による商品戦略が上手くいっており、
力強く成長しております。

また、東南・南アジアは、成長ドライバーとして注力しており、50%超の増収。特にインド、
マレーシア、シンガポールなどが大きく牽引しました。

デジタル関連では、OneASICS会員数が882万人まで増加、EC売上高も、前年同期比でプラ
ス35%の765億円まで拡大しました。

これらもあり、通期業績予想を上方修正いたします。売上高5,700億円、営業利益520億円、
当期純利益275億円といずれも過去最高の更新を見込んでおります。

また、剰余金の配当につきましては、１株当たりの年間配当予想を期初時点で過去最高を
見込んでいた44円から更に増配します。年間配当60円と過去最高額の更新を計画しています。
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こちらの左右のグラフは、前回第２四半期決算時に発表した通期の連結営業利益予想460億
円から、今回上方修正した520億円までの増加の内訳を、カテゴリー別と地域別でそれぞれ
示しております。

後ほどご覧ください。
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私からは最後になりますが、ランニングエコシステム拡大に向けた取組み状況をご紹介しま
す。

アシックスでは、OneASICS会員の増加を、ランニングエコシステム拡大の起点と考えてお
ります。

足元のOneASICS会員数は882万人となり、前年同期から200万人以上増加。EC売上高も
200億円プラスと35%成長しました。

他にも、東京レガシーハーフマラソン2023やシドニーマラソンにおいてランナーの方々を
様々サポートしました。引き続き、グローバルでランニングエコシステムへのランナーの取
込みを目指して参ります。

それでは、富永より本日ご参加の皆様へ、ご挨拶させていただきます。
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来年1月より、アシックスの社長COOに就任する富永と申します。

私は、2018年にCIOとしてアシックスに入社しました。
入社前は、IT企業で30年間にわたり、お客様のグローバルシステム構築やデジタル化のお手
伝いをしていました。

いつか事業会社でITやデジタルを推進することを夢見ており、アシックスに入社しました。

2020年より、CDO・CIOとして、アシックスのデジタルカンパニーの変革を進め、DTC、
One Asics、Running Eco Systemなどを推進してまいりました。

2024年1月より、社長COOとして、更なるグローバル化とオペレーションエクセレンスを進
めていくことを目指しております。

最後に趣味はテニスで若い時はテニス留学もしました、今はベテランテニスをエンジョイし
ています。

どうぞよろしくお願いいたします。

今月28日に開催するインベストメントデイで、中期経営計画2026を公表予定です。ご期待く
ださい。

私からは以上です。

それでは、第３四半期決算の詳細につきまして、林より説明させていただきます。
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林でございます。2023年12月期 第３四半期連結業績からご説明させていただき
ます。
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概要については、後ほど、ご覧いただければと思います。
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スライド９です。連結決算ハイライトです。

連結売上高は、過去最高の4,481億円と前年同期比851億円の増収でした 。これ
は23%の成長であり、為替影響を除いても約17%の伸長となりました。

売上総利益率は、ドル高による仕入為替の悪化で1.6pptのマイナスがありました
が、 販売価格の適正化で1.7ppt、チャネルミックスの良化で0.7pptプラスなど
もあり1.2ppt改善し、前年を上回る51.2%でした。

販管費は、1,738億円と前年同期比で283億円増加し、増収率の範囲内となって
おります。なお、販管費率は38.7%でした。後ほど詳細をご説明します。

これらにより営業利益は558億円、経常利益は547億円、当期純利益は402億円
とそれぞれ過去最高となっております。
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次に、直近３ヶ月期間の損益状況です。

売上高は、前年に工場稼働停止を受けた商品不足と物流混乱からの改善による反
動増がありましたが、前年同期比で201億円の増収。約15%のプラス成長となり、
為替影響を除いても8％の増収でした。

売上総利益率は、チャネルミックスの良化などにより、前年同期から1.0ppt改善
の51.7％。

また、販管費は、スポーツイベントの再開もあり、特に広告宣伝費などが増加し
てますが、全ての段階利益で増益でした。

次のページをお願いします。
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続きまして、第３四半期の販管費の状況をお伝えします。

販管費の実績は1,738億円と期初計画から72億円の増加。これには為替影響によ
る押し上げ127億円が含まれており、実質55億円の減少となりました。売上高が
期初計画に対して為替を除き約5％増加しましたが、販管費は為替を除いて3％減
少しております。

一方、前年同期比では、販管費は283億円増加となり、これには為替影響の102
億円が含まれておりますので、実質181億円の増加です。こちらも為替影響を除
きますが、売上高が前年同期比で約17%増収した中で、販管費の増加は12%台に
留めております。

なお、主な前年からの増加としましては、インフレ対応やリテールビジネス再開
に伴う人件費。他にも、各種スポーツイベントの正常化による広告宣伝費などが
挙げられます。

また、販管費率については、計画が41.8%、前年が40.1%でしたが、40%を下
回る38.7%となりました。



©

✓

✓

12



©

✓

✓

✓

✓

✓

13

スライド１３です。こちらはカテゴリー別連結売上高となります。

パフォーマンスランニングは全地域で増収、15%のプラス成長となりました。
特に日本、中華圏では40％程度、東南・南アジアは50％を超える増収でした。

コアパフォーマンススポーツは、全カテゴリーの中で最も躍進し、50%弱の増
収。北米や欧州ではテニスが好調で、他にも、日本はワーキングシューズが大
きく伸長。全ての地域で２桁増収でした。

また、スポーツスタイルにおきましては、主に欧州、中華圏、韓国で60%に迫
る高い成長を示しております。

オニツカタイガーは、全地域で増収。特に日本においてはインバウンド売上が
大幅に増加したことで２倍超の成長。東南・南アジアも好調を維持しておりま
す。

次のページをお願いします。
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カテゴリー利益等一覧です。

前のスライドでお示しした通り、全てのカテゴリーで増収となり、カテゴリー
利益も増益です。

カテゴリー外コストは、為替影響による押し上げ14億円に加え、人件費の増加
5億円などがあり、前年同期から増加しましたが、主要な費用項目をグローバル
に管理するコストオーナーの下、売上高成長率の範囲内でコントロールしてお
ります。

後続のスライドにて各カテゴリーの実績と取組みをご説明させて頂きます。
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スライド１５です。パフォーマンスランニングです。

売上高は、2,270億円と前年同期比15%プラスとなる298億円の増収。特に日本、
中華圏、東南・南アジアにおいて大幅増収となりました。

粗利率は、仕入為替の影響があったものの、北米での戦略的なエントリーモデル
の絞り込みなどによる高粗利益率商品への注力や、販売価格の適正化により、前
年同期比0.3ppt良化の48.7%。その結果、カテゴリー利益は前年同期比6億円増
益の445億円となりました。

今後の取組みとしましては、前作を超えるクッション性と反発性を実現した新商
品「NOVABLAST4」を年内に発売予定です。
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次に、コアパフォーマンススポーツの売上高は、610億円と前年同期比約49%のプ
ラスとなる201億円の大幅増収。全ての地域で前年同期比２桁増収となり、特にテ
ニスシューズ、ワーキングシューズが好調に推移しました。

カテゴリー利益は130億円、前年同期比で57%プラスとなり、欧州、日本を筆頭に
全地域で増益です。

なお、前年同期には工場稼働停止による供給制約からの反動増がありましたが、第
３四半期の３ヶ月間でも、特に北米、欧州が好調です。

今後、テニスを中心に主要国際大会や契約アスリートとの連携を強化し、お客様へ
継続的に訴求して参ります。
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スポーツスタイルです。

売上高は、459億円と前年同期比46%プラスとなる145億円の増収。全ての地
域で２桁成長しました。

カテゴリー利益は、高粗利率商品への注力、また、地域では欧州の牽引もあり、
前年同期比２倍に迫る100億円の大台を突破しました。

次のページで、スポーツスタイルの取組みについて少しご紹介します。
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スポーツスタイルの取組みです。

まず、一つ目に製品戦略として、ブランドのポジショニングの向上を目指し、
パートナーシップの強化やコラボレーションをグローバルで実施してきました。

また、マーケティング戦略として、新たなターゲット層へのアプローチの強化も
行いました。

更にはエリア戦略として、まずは特にアシックスの認知の高い欧州等で若者を中
心とする支持獲得に注力しました。

これらもあり、ここ数年、収益性が向上しております。

今後もこれら取組みのグローバルでの展開を進めて参ります。
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続きまして、アパレル・エクイップメントの売上高は、280億円と14億円の増収で
した。

粗利率は、仕入為替のマイナス影響があったものの、日本における販売価格の適正
化などもあり、全ての地域で改善し、前年同期比5.2ppt改善の48.5%となりまし
た。これにより、カテゴリー利益では20億円と大幅に黒字転換しております。

次のページをお願いします。
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オニツカタイガーの売上高は、448億円と前年同期比約41%のプラスとなる130億
円の増収でした。ほぼ全ての地域で大幅増収です。日本のインバウンド売上は48億
円となり、前年の2億円から大幅に増加しました。

粗利率は、継続的な販売価格コントロール、更にリテールやECへの注力が奏功し
たことで、前年同期から4.7ppt改善の68.0%まで向上しました。その結果、カテ
ゴリー利益は129億円と前年から2倍以上の増益となりました。

なお、第３四半期の３ヶ月間では、日本のみならず、東南・南アジア、韓国でも大
幅に増収となりました。
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スライド２２です。こちらは地域別の売上高です。

アシックスジャパンは、コアパフォーマンススポーツが約40%プラスで躍進した
ことや、インバウンド売上の大幅拡大により35％の増収。

北米は、商品の絞り込みを行っている中でも、チャネル構成で３分の１を占める
EC売上が30%を超えて成長したこともあり、現地通貨ベースで前年同期比約7%
のプラス成長でした。

欧州は、前年同期比約8%の増収です。

中華圏は、厳しい市場環境の中でも前年同期比25%と力強く成長しました。

オセアニアは前年同期比約13%の増収。他にも、インドを含む東南・南アジアに
おいては、45%のプラスになるなど、引き続き高い成長を維持しております。
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こちらは、地域別の連結営業利益内訳です。

日本は、インバウンドもあり、12億円から78億円と大幅増益。

欧州、中華圏ではそれぞれ20％を超える増益でした。

他にも、東南・南アジアは、シンガポール、マレーシア、インドの牽引により、
70%超の増益となりました。

次のページをお願いします。
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チャネル別の売上高です。

ホールセールは、東南・南アジアの増収を筆頭に、日本、欧州、中華圏、オセア
ニアの伸長により、前年同期比16%の増収となりました。

リテールは、前年同期比33%の増収。日本や中華圏において70%を超える成長を
示しました。

ECは、OneASICS会員の増加に合わせて順調に売上が拡大しており、前年同期比
35%プラスと伸長しました。

なお、レース登録や運営等のランニングサービスの売上高につきましては、買収
効果もあり、前年同期の19億円から67億円となりました。
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続きまして、連結売上高の月次推移です。

まず、前年10月は、生産影響や物流混乱からの回復による反動増で、例年より高
い売上水準を記録しておりました。つまり、発射台が高いこと等もあり、本年10
月の単月売上は、前年同月比で為替影響を除くと9%のマイナスとなっておりま
す。

しかしながら、中華圏と東南・南アジアでは前年同月比20％超で成長を続けてお
ります。

なお、コロナ禍前の2019年10月比では、為替影響を除いて40%の大幅増収です。
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スライド２７です。連結貸借対照表の状況です。

好調な売上を背景とした売掛金の増加などがある中でも、棚卸資産の圧縮が奏功
し資金効率が改善しております。

また、為替影響などによる総資産の膨らみがあるものの、純利益の積上げもあり、
自己資本比率は、前期末から8.3ppt改善の48.4%となりました。
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次に連結棚卸資産残高です。

当第３四半期の棚卸資産残高は、前期末比では107億円の減少となりました。こ
ちらには為替影響による押し上げ106億円が含まれるため、実質約16％マイナス
の213億円の減少でした。

また、効率性を見る棚卸資産回転日数では47日改善しております。

次のページをお願いします。
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こちらのスライドは、ROAの状況をツリーの各項目に落とし込んでおります。

後ほどご覧ください。

スライド３１をお願いします。
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2023年12月期の連結業績予想です。

冒頭、社長の廣田より説明させていただきましたが、第３四半期累計期間の好調な
業績を踏まえつつ、また、為替レートを見直した結果、本年8月に発表した業績予想
を上方修正いたします。

売上高は前回予想比約4%プラスの5,700億円、営業利益は前回予想比13%プラス
の520億円。これらにより、経常利益は500億円、当期純利益は275億円となり、い
ずれも過去最高となる見込みです。

また、剰余金の年間配当につきましては、前回予想を1株当たり55円から60円に増
額し、こちらも過去最高を見込みます。

カテゴリー別、地域別の業績予想をスライド４２、４３に入れております。後ほど、
ご覧いただければと思います。
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スライド３３です。

こちらでは、インバウンドの状況についてご説明いたします。

まず、アシックスジャパンにおいてインバウンド売上高は、第３四半期累計期間
でコロナ禍前の2019年実績を超過しました。

また、左下にありますが、足元10月の単月売上高でも、引き続き大きく伸長して
おり、10億円を超え過去最高を記録しました。
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次に、サステナビリティにおける取組みをご紹介します。

アシックスでは世界の人々の心身の健康と、スポーツができる地球環境を守るこ
とを掲げ、様々な取組みを進めております。

人と社会への貢献として、パリ2024パラリンピック競技大会のオフィシャルサプ
ライヤー契約の締結等をしております。

次のページをお願いします。
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次に人的資本強化に向けた取組みです。

9月にアシックスの健康白書である「アシックス ウェルビーイングレポート
2023」をホームページで公開しました。社員の健康に関するさまざまな目標の進
捗や、最新の施策などをご紹介しております。

続きまして、
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今回新たに知財戦略の取組みのスライドを追加しました。

アシックスでは、知的財産の戦略的取得・活用を経営戦略に落とし込み、企業価
値の向上を図る「知財経営」を実践しています。

まず、特許・商標事例としまして、中央下段にありますオニツカタイガーブラン
ドの「メキシコ66」および「デレシティ」の立体商標を、アシックスの商品とし
て初めて商標登録等をおこないました。

後続のページに、IRカレンダーなどの資料を入れております。11月28日のインベ
ストメントデイの中で、次期中期経営計画の公表を予定しております。是非ご期
待ください。

また、今回よりご説明しましたスクリプトの開示に加え、ファクトシートにおい
てカテゴリー別の業績推移を追加しております。今後も引き続き開示の拡充を
図っていきますので、よろしくお願いいたします

私からは以上です。
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